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マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
は
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
東
方
の
三
博
士
が
帰
っ
た
あ
と
、
養
父
ヨ
セ

フ
は
天
使
の
お
告
げ
を
受
け
、
ヘ
ロ
デ
王
に
よ
る
幼
児
虐
殺
を
逃
れ
る
た

め
聖
母
マ
リ
ア
と
幼
子
イ
エ
ス
を
連
れ
て
エ
ジ
プ
ト
に
避
難
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。「
エ
ジ
プ
ト
に
逃
げ
、
わ
た
し
が
告
げ
る
ま
で
、
そ
こ
に
と

ど
ま
っ
て
い
な
さ
い
。」（
マ
タ
イ
第
二
章
第
十
三
節
）
ヨ
セ
フ
は
た
だ
ち

に
幼
子
と
そ
の
母
を
連
れ
て
エ
ジ
プ
ト
へ
去
り
、
ヘ
ロ
デ
が
死
ぬ
ま
で
そ

こ
に
い
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
記
述
は
非
常
に
簡
潔
で
あ
り
、
エ
ジ
プ

ト
に
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
滞
在
し
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
エ

ジ
プ
ト
に
行
っ
た
の
か
な
ど
、
詳
細
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
らM

einardus (1963: 5)

に
よ
る
と
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ

ト
逃
避
行
に
関
す
る
伝
承
は
、
偽
マ
タ
イ
福
音
書
、
ト
マ
ス
福
音
書
、
イ

エ
ス
の
幼
児
物
語
（
以
上
い
ず
れ
も
外
典
）、
第
二
十
三
代
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
総
主
教
（
三
八
四
︱
四
一
二
年
）
に
よ
る
『
テ
オ
フ
ィ
ル
ス
の
幻
視
』、

ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
に
位
置
す
る
サ
ハ
ー
教
区
の
司
教
ザ
カ
リ
ヤ
に
よ
る
説

教
（
七
世
紀
）、
コ
プ
ト
お
よ
び
エ
チ
オ
ピ
ア
の
聖
人
暦
、
十
三
世
紀
の

コ
プ
ト
の
歴
史
書
、
ム
ス
リ
ム
の
間
に
伝
わ
る
伝
承
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
聖
地
巡
礼
者
が
書
き
残
し
た
中
世
の
記
録
な
ど
に
見
い
だ
さ

れ
る
と
い
う
。

　

伝
承
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る
場
所
に
多
少
の
差
異
が
あ
る
も
の

聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
︱
形
あ
る
伝
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
代
川
寛
子

の
、
エ
ジ
プ
ト
に
は
聖
家
族
が
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
が
お
よ
そ

二
十
五
か
ら
三
十
カ
所
あ
り
、
た
ど
っ
た
経
路
は
概
ね
地
図
の
通
り
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ロ
メ
と
い
う
名
の
産
婆
が
同
行
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
聖
家
族
の
逃
避
行
を
描
い
た
イ
コ
ン
に
し
ば
し
ば
共
に
描
か

れ
る
。
聖
家
族
一
行
が
エ
ジ
プ
ト
に
滞
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
期
間

は
伝
承
に
よ
っ
て
一
年
か
ら
四
年
ま
で
幅
が
あ
る
が
、
現
在
コ
プ
ト
正
教

会
で
は
三
年
半
と
す
る
の
が
一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

　

聖
家
族
の
逃
避
行
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
画
の
題
材
と
し
て
好
ま
れ

て
き
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
だ
け
に
伝
わ
る
伝
承
で
は

な
く
、
広
く
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
エ
ジ
プ
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
つ
伝
承
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
地
元
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
向
け
に
刊
行

さ
れ
た
聖
家
族
の
足
跡
の
案
内
書
に
は
、
し
ば
し
ば
「
祝
福
さ
れ
よ
、
わ

が
民
エ
ジ
プ
ト
」（
イ
ザ
ヤ
第
十
九
章
第
二
十
五
節
）、「
わ
た
し
は
、
エ
ジ

プ
ト
か
ら
わ
た
し
の
子
を
呼
び
出
し
た
」（
マ
タ
イ
第
二
章
第
十
五
節
、
元

は
ホ
セ
ア
第
十
一
章
第
一
節
）
な
ど
の
聖
書
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

聖
家
族
の
訪
問
に
よ
り
エ
ジ
プ
ト
が
神
の
祝
福
を
受
け
た
土
地
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
写
真
１
参
照
）。
な
お
、

コ
プ
ト
正
教
会
に
は
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
到
来
を
記
念
す
る
独
自
の
祝

日
が
あ
る
（
表
参
照
）。

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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地図：聖家族のエジプト逃避行の経路
Mawqiʿ al-Anbā Takla Hīmānūt “Holy Bible Maps” 

より。

写真 1：(Fīlīb 1999) の表紙

写真 2：マリアの木（マタリーヤ地区、カイロ）
出所：2014 年 8 月 26 日、筆者撮影
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聖
家
族
が
訪
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
に
は
、
そ
れ
を
記
念
し
た
教
会
や
修

道
院
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
聖
家
族
に
ち
な
ん
だ
井
戸

や
洞
窟
は
コ
プ
ト
正
教
徒
の
巡
礼
地
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
。
例
え
ば
カ

イ
ロ
市
北
部
の
マ
タ
リ
ー
ヤ
に
は
、
聖
家
族
が
そ
の
下
で
休
ん
だ
と
さ
れ

る
「
マ
リ
ア
の
木
」
が
現
存
す
る
（
写
真
２
参
照
）。
こ
の
現
存
す
る
マ

リ
ア
の
木
は
十
七
世
紀
に
植
え
ら
れ
た
エ
ジ
プ
ト
イ
チ
ジ
ク
の
木
で
あ

る
が
、
偽
マ
タ
イ
福
音
書
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
植
わ
っ
て
い
た
の
は
な
つ

め
や
し
の
木
で
、
マ
リ
ア
が
そ
の
実
を
食
べ
た
い
と
ヨ
セ
フ
に
告
げ
た
と

こ
ろ
、
幼
子
イ
エ
ス
の
命
に
よ
り
木
が
自
ら
折
れ
曲
が
り
、
マ
リ
ア
が
ほ

し
い
だ
け
実
を
取
る
と
、
ヤ
シ
の
木
は
ま
た
元
通
り
に
な
っ
た
と
い
う
。

別
の
伝
説
で
は
、
聖
家
族
が
盗
賊
に
狙
わ
れ
た
時
、
こ
の
エ
ジ
プ
ト
イ
チ

ジ
ク
の
木
の
幹
が
開
き
、
そ
の
中
に
聖
家
族
が
身
を
隠
し
て
難
を
逃
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
十
四
〜
十
五
世
紀
頃
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
れ
ら
の
マ

リ
ア
の
木
の
伝
説
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
の

後
に
エ
ジ
プ
ト
に
立
ち
寄
っ
た
巡
礼
者
ら
が
マ
リ
ア
の
木
に
関
す
る
複

数
の
記
録
を
残
し
て
い
る
（M

einardus 1963: 33-35

）。

　

ほ
か
に
は
、
同
じ
く
カ
イ
ロ
の
旧
市
街
、
ハ
ー
ラ
ト
ゥ
・
ズ
ウ
ェ
イ
ラ

地
区
に
あ
る
聖
処
女
教
会
（
四
世
紀
）、
オ
ー
ル
ド
・
カ
イ
ロ
地
区
の
ア

ブ
ー
・
セ
ル
ガ
教
会
（
四
︱
五
世
紀
）、
カ
イ
ロ
南
部
の
マ
ア
ー
デ
ィ
ー

地
区
の
ナ
イ
ル
川
沿
い
に
あ
る
聖
処
女
教
会
（
十
一
世
紀
）
な
ど
は
す
べ

て
聖
家
族
が
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
聖
家
族

は
マ
ア
ー
デ
ィ
ー
か
ら
船
に
乗
り
、
ナ
イ
ル
川
を
遡
っ
て
多
く
の
場
所
に

立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
、
特
に
エ
ジ
プ
ト
中
部
の
ア
シ
ュ
ー
ト
市
近
郊
に
あ

る
ク
ス
カ
ー
ム
山
に
は
六
ヶ
月
以
上
滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
五

世
紀
初
め
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
総
主
教
テ
オ
フ
ィ
ル
ス
に
帰
さ
れ
る

伝
説
に
よ
る
と
、
あ
る
日
テ
オ
フ
ィ
ル
ス
は
聖
母
を
幻
視
し
、
そ
の
中
で
、

こ
の
ク
ス
カ
ー
ム
山
の
聖
処
女
教
会
の
祭
壇
は
、
聖
家
族
の
滞
在
中
に
幼

子
イ
エ
ス
が
自
ら
聖
別
し
た
も
の
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
こ

の
教
会
は
エ
ジ
プ
ト
で
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
世
界
で
も
最
初
の
教
会
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
ク
ス
カ
ー
ム
山
は
「
第
二
の
エ
ル
サ
レ
ム
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
ク
ス
カ
ー
ム
山
に
建
て
ら
れ
た
ア
ル
＝
ム
ハ
ッ
ラ
ク

修
道
院
は
、
砂
漠
の
隠
修
士
た
ち
を
集
め
て
共
住
制
修
道
院
を
創
始
し
た

聖
パ
コ
ミ
ウ
ス
（
二
九
〇
︱
三
四
六
年
）
が
建
て
た
修
道
院
の
う
ち
の
一

つ
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
の
修
道
院
に
関
す
る
記
録

が
史
料
に
現
れ
始
め
る
の
は
十
三
世
紀
頃
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
（C

oquin and M
artin 1991

）。
ク
ス
カ
ー
ム
山
の
ア
ル
＝
ム

ハ
ッ
ラ
ク
修
道
院
は
、「
第
二
の
エ
ル
サ
レ
ム
」
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
人

の
巡
礼
者
を
多
く
惹
き
つ
け
て
お
り
、
十
四
〜
十
五
世
紀
頃
に
は
数
十
名

の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
修
道
士
た
ち
が
こ
の
修
道
院
に
居
留
し
て
い
た
と
さ

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
聖
家
族
の
足
跡
に
は
、
多
く
の
場
合
聖
母
マ
リ
ア
に
捧

げ
ら
れ
た
教
会
や
修
道
院
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
コ
プ
ト
正
教
会
に
お
け

る
マ
リ
ア
崇
敬
は
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
。
コ
プ
ト
正
教
会
の
伝
統
に
お
い

て
特
徴
的
と
さ
れ
る
の
は
、
マ
リ
ア
の
逝
去
（niyāḥa

、
魂
の
昇
天
）
と

被
昇
天
（ṣuʿūd

、
身
体
の
昇
天
）
が
別
個
の
出
来
事
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
四
～
六
世
紀
頃
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
マ
リ
ア
の
逝

去
／
就
寝
／
被
昇
天
に
関
す
る
神
学
的
議
論
が
発
展
し
て
い
く
中
、
複
数

の
発
展
段
階
に
属
す
る
要
素
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
伝
統
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（Esbroeck 

1991
）。
聖
母
マ
リ
ア
に
関
連
す
る
祭
日
に
は
以
下
の
表
の
よ
う
な
も
の

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
中
で
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
は
八
月
の
被
昇
天
祭
で
、
使
徒
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た
ち
の
断
食
に
倣
っ
て
被
昇
天
祭
の
前
の
十
五
日
間
に
相
当
す
る
八
月

七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
断
食
が
行
わ
れ
る
。
聖
家
族
が
訪
れ
た
最
南
端

の
地
と
さ
れ
る
ド
ゥ
ル
ン
カ
修
道
院
で
は
、
こ
の
八
月
の
被
昇
天
の
断
食

の
時
期
に
聖
処
女
マ
リ
ア
の
マ
ウ
リ
ド
（
原
義
は
誕
生
祭
。
死
亡
日
を
死
後

の
世
界
に
お
け
る
誕
生
の
日
と
み
な
す
）
が
盛
大
に
祝
わ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
各

地
か
ら
多
数
の
巡
礼
者
が
訪
れ
る
。
な
お
、
ク
ス
カ
ー
ム
山
の
ア
ル
＝
ム

ハ
ッ
ラ
ク
修
道
院
で
は
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
、
聖
家
族
が
立
ち

寄
っ
た
と
さ
れ
る
サ
マ
ル
ー
ト
の
聖
処
女
修
道
院
で
は
復
活
祭
の
三
十

日
後
か
ら
主
の
昇
天
ま
で
の
十
日
間
な
ど
、
同
じ
聖
処
女
マ
リ
ア
に
捧
げ

ら
れ
た
教
会
や
修
道
院
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ウ
リ
ド
が
行
わ
れ
る

時
期
は
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
聖
処
女
マ
リ
ア
の
マ
ウ
リ
ド
に
は
、
ム
ス
リ

ム
も
多
数
参
加
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
も

「
預
言
者
イ
エ
ス
」
の
母
マ
リ
ア
が
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　

ま
た
、
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
四
月
二
日
は
カ
イ
ロ
の
ザ

イ
ト
ゥ
ー
ン
地
区
に
あ
る
聖
処
女

教
会
の
ド
ー
ム
の
上
に
聖
母
マ
リ

ア
が
顕
現
し
た
記
念
日
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
顕
現
は
一
九
六
八
年
、

す
な
わ
ち
エ
ジ
プ
ト
率
い
る
ア
ラ

ブ
軍
が
六
七
年
戦
争
で
宿
敵
イ
ス

ラ
エ
ル
に
大
敗
を
喫
し
た
翌
年
の

出
来
事
で
あ
り
、
敗
戦
に
よ
っ
て

傷
つ
い
た
人
々
の
心
を
慰
撫
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

祭りの名 グレゴリオ暦 コプト暦 補足
マリアの逝去 1月 29日 トゥーバ月 21日 コプト暦で毎月 21日は月命日でマリアの記

念日
マリアの被昇天（1） 2月  1日 トゥーバ月 24日 死の 3日後に身体が天使たちによって天に上

げられたとされる記念日
マリアの顕現 4月 2日 バラムハート月 24日 1968年 4月 2日にカイロのザイトゥーン地区

に顕現したことを記念
受胎告知 4月  7日 バラムハート月 29日 降誕祭の 9ヶ月前
マリアの誕生 5月  9日 バシャンス月 1日
聖家族のエジプト到来 6月  1日 バシャンス月 24日
マリアの奇跡

マリアに捧げられた最初の教会献堂

6月 28日 バウーナ月 21日 使徒マティアスがつながれていた鉄の足かせ
と鎖を祈りによって溶かした奇跡
現在のギリシアのフィリピにある教会を指す

ヨアキムへのマリア誕生告知 8月 13日 ミスラー月 7日 コプト正教会は無原罪の御宿りという教義を
認めていない

マリアの被昇天（2） 8月 22日 ミスラー月 16日 マリアの身体が天に上げられるのを見たのは
雲に乗ってインドから移動してきた使徒トマス
のみであったため、ほかの使徒たちも最後に
一度会いたいと願い、断食の後その祈りが
聞き入れられた記念日

クスカーム山の聖処女教会献堂 11月 15日 ハトゥール月 6日
マリアの神殿奉献 12月 12日 キヤフク月 3日

【表：コプト正教会における聖母マリアに関する祭日】Gregorios (1991) を基に筆者作成。

写真 3：1968 年の聖母マリアの顕現。
Mawqiʿ al-Anbā Takla Hīmānūt “Image” より。
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こ
の
マ
リ
ア
の
顕
現
は
一
九
七
一
年
ま
で
断
続
的
に
続
き
、
そ
の
間
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
み
な
ら
ず
一
般
の
ム
ス
リ
ム
も
、
ま
た
ナ
セ
ル
大
統
領
ま
で

を
も
含
む
多
く
の
人
々
が
、
光
に
包
ま
れ
た
マ
リ
ア
の
姿
を
目
撃
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
（
写
真
３
参
照
）。
こ
の
顕
現
は
当
時
の
コ
プ
ト
正
教
会

総
主
教
キ
リ
ル
ス
六
世
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
、
世
界
的
に
も
注
目
を
浴
び

た
。
ち
な
み
に
こ
の
ザ
イ
ト
ゥ
ー
ン
地
区
も
聖
家
族
が
立
ち
寄
っ
た
地
と

さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
マ
リ
ア
の
木
か
ら
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い

な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
に
関
す
る
伝
承
は
、
井
戸
、

洞
窟
、
木
、
教
会
、
修
道
院
な
ど
、
目
に
見
え
、
触
れ
て
感
じ
ら
れ
る
も

の
と
し
て
示
さ
れ
、
あ
る
い
は
祭
り
や
記
念
日
な
ど
の
形
で
記
憶
さ
れ
て

お
り
、
何
世
紀
も
の
時
を
超
え
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
出
来
事
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
土
地
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
の
教
会
が
神
の

祝
福
を
受
け
て
い
る
証
と
し
て
コ
プ
ト
正
教
会
で
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
行
は
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
教
科
書
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
省
が
観
光
促
進
の

た
め
聖
家
族
の
足
跡
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
試
み
て
お
り
、
聖
家

族
の
足
跡
の
カ
タ
ロ
グ
を
出
版
し
て
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま

た
、
特
に
二
〇
一
七
年
四
月
の
ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
る
エ
ジ

プ
ト
訪
問
の
後
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
観
光
大
臣
が
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
聖
家
族

の
足
跡
を
巡
礼
路
と
し
て
公
認
す
る
よ
う
働
き
か
け
、
翌
年
公
認
さ
れ
る

な
ど
、
聖
家
族
の
足
跡
は
存
在
感
を
増
す
一
方
だ
。

　

と
こ
ろ
で
聖
母
マ
リ
ア
は
、
ザ
イ
ト
ゥ
ー
ン
地
区
に
顕
現
し
て
以
来
、

聖
家
族
が
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
場
所
に
限
ら
ず
、
た
び
た

び
エ
ジ
プ
ト
各
地
に
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
一
九
八
六
年
の
カ
イ
ロ
市

シ
ョ
ブ
ラ
地
区
、
一
九
九
〇
年
の
ボ
ー
ル
・
サ
イ
ー
ド
市
、
一
九
九
七
年

の
シ
ン
テ
ィ
ナ
ー
・
ア
ル
＝
ハ
ジ
ャ
ル
村
（
デ
ル
タ
地
方
の
ミ
ヌ
ー
フ
ィ
ー

ヤ
県
）、
お
よ
び
二
〇
〇
〇
年
の
ア
シ
ュ
ー
ト
市
な
ど
で
あ
る
（B

elli 
2013: 202

）。
筆
者
が
エ
ジ
プ
ト
滞
在
中
だ
っ
た
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に

も
、
カ
イ
ロ
の
ワ
ッ
ラ
ー
ク
地
区
の
教
会
に
聖
母
が
現
れ
た
と
報
じ
ら
れ

た
。
そ
の
た
め
、
筆
者
は
寒
い
冬
の
夜
中
に
そ
の
教
会
に
赴
き
、
多
く
の

信
者
が
聖
母
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
マ
デ
ィ
ー
フ
を
歌
い
続
け
る
中
、
と
り
あ

え
ず
待
っ
て
み
た
が
、
結
局
聖
母
は
現
れ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。
内
心
、

聖
母
と
い
う
の
は
、
六
八
年
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
敗
戦
あ
る
い
は

そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
何
か
重
大
な
出
来
事
が
起
き
た
／
起
き
る
時

に
何
ら
か
の
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伴
っ
て
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
の

か
と
疑
念
を
抱
い
て
い
た
。
筆
者
の
目
に
は
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
多
く
の

エ
ジ
プ
ト
人
の
目
に
も
、
世
の
中
は
ま
っ
た
く
平
和
で
普
段
通
り
安
定
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
こ
の
一
年
後
に
は
チ
ュ
ニ
ジ

ア
で
ブ
ー
・
ア
ズ
ィ
ー
ズ
ィ
ー
青
年
が
抗
議
の
焼
身
自
殺
を
行
い
、
そ
れ

に
端
を
発
す
る
一
連
の
「
革
命
」
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
お
よ
び
周
辺
諸
国
で
起

き
、
エ
ジ
プ
ト
で
も
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
が
倒
れ
た
。
筆
者
も
カ
イ
ロ
の
地

下
鉄
で
催
涙
ガ
ス
に
悶
絶
し
た
。
そ
の
場
に
暮
ら
し
て
い
て
も
見
え
な

い
、
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
じ
わ
じ
わ
と
迫
り
来
る
変
化
を
聖
母
の
顕
現
は

示
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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